
地震観測を行う東野陽子さん。電源は蓄電池と太陽光発電!! 

  南極では、日本と変わらない生活を送るためにお花見をしたり、バー

カウンターを置くなど多くの工夫をしています。東野陽子さんへの取材と
実際に南極で撮影された写真で知られざる南極の生活をご紹介します。 



 1956年に第1次南極地域観測隊が結成され
ました。その後は、ほぼ毎年観測隊を派遣して
います。観測隊は越冬しない「夏隊」と越冬する
「冬隊」で構成されています。隊の入れ替えは
例年1月(南半球の夏季)に行われています。 

『第39次南極地域観測隊』（1997年）の一同 

 南極は地球上で最も寒い場所の一つです。
夏でも0℃を超えず、冬には－89.2℃ を記録
した地点もあります。植物はほとんど育ちま
せんが、沿岸部にペンギンやアザラシが生息
しています。        ※1983年ボストーク基地（ロシアの基地） 

 

※ 



 南極隊員は研究員だけではあ
りません。倉庫や設備を作る大
工や毎日の食事を用意する調理
師といったように、様々な特技を
持った人が南極には必要です。 

 地球で最も過酷な環境
は同時に特殊な環境でも
あります。オーロラの研究
など南極でしか行えない
研究ができます。 

 “信じあえる仲間がいる”
これが南極では一番大切
なことです。だからこそ大
自然の困難の中でも仲間
と笑って過ごせます。 



掃除や洗濯など生活に関することは、性別

に関係なく自分自身で行います。食事は平

日は炊事担当が作りますが、日曜日など

には皆で楽しんで作っています。 

炊事・洗濯は女性の仕事なの？ 

家事は誰がやるの？ 

「散らかっていたら片づける」 
整理整頓は南極生活の鉄則です 

観測では手軽で便利なカップラーメンが重宝します。 


